[bookmark: OLE_LINK9][bookmark: OLE_LINK16][bookmark: OLE_LINK17]第５号様式
年　　月　　日

　新潟県知事　　　　　　　　様

事業者住所
名称
代表者の職・氏名


令和８年度外国人材受入環境整備事業費補助金（外国人労働者日本語学習支援事業）の事業実績について（報告）

　令和　年　　月　　日付け雇能第　　　号で交付決定を受けた標記補助金に係る事業実績について、新潟県補助金等交付規則第１２条の規定により、下記のとおり実績を報告し、併せて 　　　　円を請求します。

記

１　補助金額 　　　　　　　　金 　　　　　　　円

２　補助事業完了年月日　　　 　　年　　月　　日

３　添付書類
　(1) 各事業実施要領に定める必要書類
　(2) 支払証拠書類（契約書、納品書、請求書、領収書等の写し）
※代金を補助対象経費以外のものと区別せずに支払った場合は、支払証拠書類とは別に内訳明細書を添付すること

[bookmark: _Hlk193208262]４　振込先
	金融機関名
	
	支店名
	

	口座種別
	☐普通　　□当座
	口座番号
	

	口座名義人
（フリガナ）
	
（　　　　　　　　　　　）



５　連絡先
	
	氏名
	役職
	連絡先(電話番号)

	発行責任者
	
	
	

	担当者
	
	
	




別紙　様式第３号

外国人労働者日本語学習支援事業　実施報告書
	法人名
(受入事業所等名)
	
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	業　種
	

	受入事業所等
所在地
	〒


	担当者連絡先
	担当者名：　　　　　　　　　　　　　電話番号：
メールアドレス：

	【事業内容】　※１
１　具体的な取組内容（受講する内容）



２　実施場所



３　取組による効果（日本語能力試験の結果など）



４　現在の外国人労働者の受入人数
　　　人（うち本事業の対象者　　人）


	消費税の取り扱い　※２
	一般課税事業者　・　簡易課税事業者　・　免税事業者


※１　複数の取組を実施する場合は、各取組の内容が分かるように記載すること。
※２　該当するものに「〇」を付けること。

[bookmark: _Hlk192080212]別紙　様式第３号（付表）　外国人労働者日本語学習支援事業　対象経費区分
（単位：円）
	
	支出予定額
	支出内訳

	
	補助対象
	補助対象外
	計
	補助対象
	補助対象外

	報償費
（受講料、講師に対する謝礼金）

	




	
	




	
	

	需用費
（教材費、印刷・製本料等）

	




	
	




	
	

	その他




	




	




	




	
	

	合計
	
	
	
	




別紙　様式第４号

外国人労働者日本語学習支援事業　経費精算書

（単位：円）
	費      目
	金額
	備考

	補助対象経費　　　　　　　　　　　　Ａ
	
	

	寄付金その他収入額　　　　　　　　　Ｂ
	
	

	差引額（Ａ-Ｂ）　　　　　　　　　　　　Ｃ
	
	

	補助率　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ
	1/2
	

	補助金算定額（Ｃ×Ｄ）　　　　　　　　Ｅ
※千円未満の端数切捨て
	
	

	交付上限額　　　　　　　　　　　　　Ｆ
	500,000
	

	ＥとＦを比較しての少ない額　　　　　Ｇ
（＝補助金交付申請額）
	
	

	市町村等から交付を受ける補助金等　　Ｈ
※該当がある場合のみ、市町村等担当課名及び補助金等名を備考に記載すること
	
	


・Ａ欄には「別紙様式第４号（付表）対象経費区分」の支出額のうち、「補助対象」の合計額を記載すること。


別紙　様式第３号

記載例


外国人労働者日本語学習支援事業　実施報告書
	法人名
(受入事業所等名)
	
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	業　種
	補助金交付申請時に記載した内容の転記ではなく、実際に受講等した内容を記載してください。
また、補足資料として、教材の一部抜粋（学習内容が端的に分かる箇所等）を添付いただいても構いません。




	受入事業所等
所在地
	〒


	担当者連絡先
	担当者名：　　　　　　　　　　　　　電話番号：
メールアドレス：

	【事業内容】　※１
１　具体的な取組内容（受講する内容）
・令和○年○月○日～○月○日の○ヶ月間の研修を○名が受講。
・今回の研修は、○○職種の従業員が日常的に使用する基本的な用語の理解や発話を習得するためのもの。
・○○基礎研修を受講することによって、○○職種の基礎知識や対応について学び、実践力を養うことを目的とする。
［その他記載例］
１．ビジネス日本語の基礎
・報告・連絡・相談（ホウレンソウ）
・敬語の使い方、丁寧表現
・職場の安全指示・作業工程・マニュアル読み取り
２．やさしい日本語の理解と活用
・日本人社員がわかりやすく伝えるための表現方法
・トラブル時のコミュニケーション方法 
３．ロールプレイ・実践練習
・仕事場面を想定した対話練習
・業務内容を題材にした会話演習










２　実施場所

具体性や客観性を伴った効果実績を報告してください


３　取組による効果（日本語能力試験の結果など）
・N2が取得できた。
・用語の意味を理解できるようになり、指示の聞き間違いや誤解が減った。
・自分の言葉で同僚や関係者に説明できるようになり、コミュニケーションが円滑になった。
・適切な言葉づかいや丁寧な対応ができるようになり、業務の相手方が安心して接してくれるようになった。
・お互いの国の文化を理解できるようになり、受講後は、外国人労働者本人から積極的に業務関係者や職員と関わるようになり、不安が軽減されたようである。
・業務に必要な語彙・表現の定着が進み、作業指示の理解度が向上した。
・ロールプレイを通じて、自ら報告・相談できる場面が増加した。
・受講者から「仕事の理解が深まり不安が減った」という声があり、離職防止につながる効果が確認された。
・日本語能力の上達により、〇〇が向上した。

４　現在の外国人労働者の受入人数
　　　人（うち本事業の対象者　　人）

	消費税の取り扱い　※２
	一般課税事業者　・　簡易課税事業者　・　免税事業者



